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1 は じ め に

土壌の塩置換容量 (CEC)の分析は,セ ミミクロショー
レンベルガー(ScHoLLENBERCED法で一般的に行われ
ているが,こ の方法は分析に長時間を要するため,多 くの

分析点数を抱える土壌診断には不向きである。また,本県

で実施している簡易浸出法においても遠心分離操作を伴う

ため, 高価な遠心分離装置を必要とするなどの難点が

ある。

そのため,当面の間は,地力保全調査成績などを参考と

するようにしてきたが ,個々の土壌サンプルのCECを正
確に把握するのにはかなりの無理があり,そのため特殊な

分析機器を必要としない簡易で迅速なCEC分析法開発に

対する要望が強かった。そこで桐山ろ過装置を使ったピー

チ(P EECH)法について,その簡易化を検討した結果 ,
実用的に利用できることが明らかとなったので,その成果

の概要を報告する。

2拭 験 方 法

0)供試土壌
1)火山灰土壌 (北上市及び軽米町)未耕土
a 花筒岩質土壌 (江刺市)未耕土
鋤 第二紀層土壌 (江刺市及び一関市)未耕土
● 野菜畑実態調査サンプル 9点 (火山灰,沖積土壌 )
●)供試条件
1)土壌試料の飾別孔径 ①05“ ,② 10緩 ,③ 20

郷。 2)土壌と lN酢酸アンモニウム液 (pH7 0)の 比

①土壌 1夕 に酢酸アンモニウム液10″ ,②土壌 1夕 に酢酸
アンモニウム液20″ ,3)土壌に lN酢酸アンモニウム液
を加え,m抄間振とうした後の静置時間 ①10分 ,②30分 ,
③ l時間,④ 5時間,⑤24時間,4)洗浄用アルコール液
量 (80%エ タノール液)① 20″ ,② 30″ ,③ 50″。 010
%塩化加里液量 ①20″ ,②30″。ただし下線の部分は ,
共通に用いた方法である。

6)土壌に吸着されたNH`‐ Nの量 (10%塩化加里液で
置換溶出したもの)は ,ホルモール法により求めた1を ま
た,試薬の調整等については常ど によった。

3 結果及び考察

(1)土壌と lN_酢酸アンモニウム液の比および振とう

後の静置時間がCEα直に及ぼす影響。

土壌と lN―酢酸アンモニウム液 (酢安 )と の比では ,
土壌 1夕 に対して酢安が20″の場合には,シ ョーレンベル

ガー法との相関は高いもののCEC値 は若干低 くなる。一

方,酢安が10″の場合では,シ ョーレベルガー法との相関

も高いので実用的には土壌 1夕 に対して酢安の添加量は10

膨で十分と考えられる。また,土壌に酢安を811し ,30秒
間振とうした後に静置する時間としては,30分から5時間
の場合がショウレンベルガー法との相関も高く,測定値も

比較的安定していた。
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図: lN酢酸アンモニウム液量及び振とう後の静置
時間がCEC値に及ぼす影響
注 1)シ ョーレンベルガー法との相関係数 (n=5)
2)異符号間は 5%水準で,有意差あり(ダ ン
カンの多重検定 )

0)土壌試料の箭別孔径,80%ア ルコール液量および10
%塩化加里液量がCEC値に及ぼす影響

土壌試料の飾別孔径については (極端に有機物含量の高

い土壌を除いて),20"の フルイを通したものが,シ ョー
レンベルガー法との相関は高かった。

80%アルコール液量は,50″ではCEC値の低下がみら

れ,ま たショーレンベルガー法との相関係数も低下した。

そこで80%アルコール液量は,20″で十分と思われる。

置換溶出するための10%塩化加里液量は,シ ョーレンベ

ルガー法との相関が高い20″が良いと思われた。
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図2 土壌試料の節別孔径,80%ア ルコール液量 ,

及び10%塩化加里液量がCEC値に及ぼす影響
注 1), 2)は図 1に同じ。

風乾細土 (20嗣飾パス)10′ (20″容試験管)
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◎ 試算式 (t― b)Xf X 10… … CEC(me/100夕 )
ただしfは 01N― NaOHの ファクターである。

図3 土壌CECの簡易測定法 (ピ ーテ変法 )
のフローチャート

以上の結果から,土壌のCECの簡易測定法 (ピ ーチ変
法 )の フローチャートは図 3のようになる。本法とショーレ

ンベルガー法との関係を図 4に示したが,かなりの高い相

関関係が認められた (r― o921)。

図 4 ピーチ変法とショーレンベルガー法との関係
(n=14)

近年の上壌診断は土壌の塩基飽和度によって行う場合が

多くなってきており,土壌のCECを簡易に測定できるこ

とが必須条件となっている。本法は,シ ョーレンベルガー

法と比較して短時間に測定ができ,ま た両者は,相関も高

いことから,実用的に利用できると考えられる。

4 ま  と  め

桐山ろ過装置を使ったピーチ法について,その簡易化を

検討したところ,実用性が高いと考えられた。その方法の

概略は以下のとおりである。

土壌 1′ を20″試験管に採取し,lN酢安液を10″加えて

30秒間振とうし,30分間静置後桐山ろ過装置を用いてろ過

する。土壌を80%アルコール液 (10″ ,2回 )で洗い,最
後に10%塩化加里液 (10",2回 )で置換溶出する。置換
溶出したN比―Nはホルモール法により定量する。
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